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ディザスタリカバリ機能、セキュリティ機能を強化し、堅牢で運用性に優れた 

情報システムの実現を支援する「ＨｉＲＤＢ Ｖｅｒｓｉｏｎ ７」を発売 

 
 株式会社日立製作所 情報・通信グループ（グループ長＆CEO：古川 一夫、以下、日立）は、このたび、

24 時間 365 日止まることのない信頼性と優れた運用性が求められる情報システムの構築を実現するスケー

ラブルデータベース「HiRDB Version 7」を4月24日から販売開始します。 
「HiRDB Version 7」は、日立のディスクアレイサブシステム「SANRISE」と連携したディザスタリカ

バリ機能や、データ改ざんを防止するセキュリティ機能を強化しています。また、システムに障害が発生し

たときの待機系システムへのデータベース切り替え時間を短縮したことで、業界トップレベルの切り替え性

能を実現しています。 
 
 「HiRDB」は、1994 年の発売以来、ミッションクリティカル分野を中心に、小規模から大規模システム

まで、約 1,400 社の企業に幅広く導入されている高信頼なリレーショナルデータベース製品です。また、

「HiRDB」は、ユーザがリソースをコアビジネスに集中し、高信頼性かつビジネスの変化に即応した最適な

システムを構築できる環境を提供する日立のサービスプラットフォームコンセプト Harmonious 
Computingに基づいています。 
 
■「HiRDB Version 7」シリーズの主な特長 

（１）災害時の迅速な業務回復を可能とする、ストレージと連携したディザスタリカバリ機能の強化 
日立ディスクアレイサブシステム「SANRISE」の高速リモートコピー機能と連携し、従来は困難であっ

たオンライン性能の維持とデータベースの整合性チェックを両立し、遠隔拠点へのデータベースバックアップを

可能にしました。これにより、災害発生時の迅速な業務回復が可能となります。 
（２）データ改ざんを防止するセキュリティ機能の強化 

最初のデータ書き込み以降の変更をガードできる改ざん防止機能を新たに追加するとともに、統合シ

ステム運用管理ソフトウェア「JP1」のセキュリティ管理機能との連携を可能にしたことで、人為的な

ミスや不正データ操作から企業・個人の大切な情報資産を守ります。例えば、病院のカルテや各種の公

的検査記録など、特に高い機密性を求められるデータの保護に有効です。 
（３）待機系システムへの切り替え性能の向上とシステム構築･運用コストの低減 

システム障害発生時の待機系システムへの切り替え時間を、これまでの約１／７(*1)に短縮したこと

で、情報システムの 24 時間 365 日のノンストップ稼働を支援します。また、既に業務システムが稼働

しているサーバへデータベースを切り替え、縮退運用を可能とする「HiRDB Advanced High 
Availability」を新たに製品化したことで、これまで業務システム毎に必要とされた待機系専用のサーバ

が不要になり、システム構築や運用にかかるコストを低減できます。さらに、業務を継続したままデー

タベースの構成を変更する機能を提供することで、例えば、データベースの容量が急激に増加するよう

な情報システムも停止することなく運用できます。 
＊1：「HiRDB Version 6.0」との比較 
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（４）運用支援機能の強化によるシステム管理コストの低減とデータベース運用の自律化を指向 
運用支援用GUI製品「HiRDB Control Manager」を使用することで、システム管理者にデータベー

スやシステムに関する十分な専門知識が無くても、データベースのバックアップ・リストア・チューニ

ングに至るまでの一貫したデータベースの運用作業が容易に行えます。また、「JP1」との連携を強化し

たことで、システム管理者の性能チューニング作業の支援や、バックアップの自動化などになり、シス

テム管理コストの低減が図れます。 
 
■価格・出荷時期 

製品名 概要 標準価格 出荷時期 

HiRDB/Single Server シングル構成のデータベースサーバ 180万円 
(＊2) 

HiRDB/Parallel Server 大量データ処理や実行時間を重視する場合

に適したパラレル構成可能なデータベース

サーバ 

180万円 
(＊2) 

HiRDB Advanced High  
Availability 

縮退運用のためのデータベース切替用オプ

ション製品 

90万円 
(＊2) 

2003年6月 

HiRDB Control Manager 
 

HiRDBのリソース管理、状態監視、自動 
運転を行う統合GUI製品 

15万円 2003年7月 

・稼動環境：HP-UX、AIX 5L、Solaris、HI-UX/WE2、Red Hat Linux、Windows NT®、Windows® 2000/XP 
・その他の製品、およびプラットフォーム別の出荷時期や対応バージョンなどの詳細については、製品ホームページ参照 
＊2：CPU数ライセンスにおける、1CPU時の価格 

 
■他社商品名称に関する表示 
・HP-UXは、米国Hewlett-Packard Company のオペレーティングシステムの名称です。 
・AIXは、米国における米国 International Business Machines Corp.の登録商標です。 
・Solarisは、米国およびその他の国におけるSun Microsystems, Inc.の商標または登録商標です。 
・Red Hatは、米国Red Hat software, Inc.の登録商標です。 
・Linux は、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 
・Windows、Windows NTは、米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。 
・ Windows®の正式名称は、Microsoft® Windows® Operating System、Windows NT®の正式名称は、Microsoft® 

Windows NT® Operating Systemです。 
 

■製品ホームページ 
 http://www.hitachi.co.jp/soft/hirdb/ 

 
■取扱い事業部・照会先 
株式会社日立製作所 情報・通信グループ ソフトウェア事業部 企画本部 計画部【担当：渡辺、更田

ふけた

】 
〒244-8555 神奈川県横浜市戸塚区戸塚町５０３０番地 
電話：０４５－８６２－８７８７（ダイヤルイン） 
 

以上 



----------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 
発表日以降に変更される場合もありますので、あらかじめご了承ください。 
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